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早害に醤する桑品種抵抗力の

差異に就て

鶴　田　定築　　金井　正　人

緒　　　濡　　　　　　゜

　京都高等鷲叢學綾今岡助敏授は桑の品種ご早害との關係に就て研’p

究し桑葉の性状を異にするに從つて戯被害程度にも差異ある二Sを

公にせられ，（大正四隼一。二月大日本鷲孫會報第二七六號第二七七

號）農商務省獄業試験蕩鈴木技師は桑樹の萎凋ざ土騒中の水分この

問には一定の關係存在する二とを報ぜられたり（獄業試験場彙報第

十八號）余等は本夏稀有の旱魅に際し當場見奉桑園の實状に就きて

其の被害程度の比較調査中偶々左の如き「ヒント」を得たるが如く戚

す．元より見本桑園の所在地は比較蘭一襟なる砂質壌：≒地ご云ふを

得るに止まり。吝品種全く均等なる環境の上に栽培せらる、にもあ

らす．且つ一箇年の概調に過ぎざるを以て杜撰の嫌なきにあらざる

も．自然の早天再來を期し難きの故を以て精細なる調査は後日に譲

b薙に大様を説して後日の資に供せむとす。

1　桑葉の外部形態ご早害の

　　程度この關係

　　　　　　　苫．調査の方法

調査材料　植付距離四尺五寸×一尺五寸南北畦．植付二年目．根刈

　　無拳式本年四月二十六a．登芽前伐探。一品纐五株。

調査月日　肖大正十三年八月十八日至同八月二十一・・　B
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記載方法　午後二時より午後五時頃迄の間に於て各品種の全株に就

　　き主なる枝條の被害程度を調査し左の標準に依りて記載せb。

　A．萎凋の程度
　　〔極甚〕條の上部より約五分の三の間に着生せる桑葉の葉縁多く

　　　　　は上又は下方に窓縮せるが如く萎れ偶々裏面を表はすも

　　　　　のあり．葉柄爾々萎れて葉の先瑞著しく下垂し梢端の伸

　　　　　長を停止し」又は枯焦し先端軟葉は一乃至十葉位黒焦の状

@　　　態こなりて落葉叉は乾國する程度に被害せるものにして

　　　　　下部五分の二の部間に存する葉は多くは落葉叉は乾固せ

　　　　　るが如くなり黄凝せるを普通こするもの。

　　〔甚〕條の下部約五発の二の部間の裾葉は光澤を失ひ褐色黄墾

　　　　　せるものを交へ。其他の約五分の三の部間に着生せる葉

　　　　　の大部分は萎凋して葉縁黒焦。懇縮し葉の先端垂れ．Pt，

　　　　　二落葉あb梢端の多くは伸長を停止ぜるもの。

　　〔中〕條の上部分約五分の二の部間に着生せる葉の大部分が葉

　　　　　縁附々憲縮し両ほ黙々光澤を失ひて偲色せる葉を混交す

　　　　　る程炭のもの。

　　〔少〕條の先端の軟葉三。四枚が光澤褒へ幾外窓縮の歌を呈す

　　　　　るもの。

　　〔○〕殆んご常態を持績するもの。

　B．梢端の伸長
　tr〔績〕條の先端新梢卿卸長開葉止まざるもの゜

　　〔止〕條の先端断梢の伸長開葉一時停止せるもの゜

　　　　　　　2調査　成績
　調査の結粟は槻要下表の如く一般に養蛋鋼緒が肉口艮を以て観察判

定の場合所謂葉質の劣等の部類に入るtsを普逓こする小形。多刻。
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手欄粗硬。弱澤。薄肉の桑品1囎pち小牧．島村高助。小坂．柚振。四

五八。青軸。蝶軸。十文宇。膏木。杢早生．青芽高橋伊勢桑。群

馬臼芽等は早害に謝する抵抗力極めて弱く．之に反して所謂。肉眼

的に葉質優良なる品種帥ち大形。九葉強澤。厚肉なる改良魯桑。魯

桑．荊桑。膏魯桑．扶桑丸。九一。木の下撰。双慧桑，司桑，三億

1ラージ．佛國ノンー。國華大類桑。大國光等の如きは其の被害極めて

輕微なる傾向顯著なるは曾て今岡氏の報せられたる成績ご相似た部

分多し。而して大略。

　（イ）手鯛粗硬なる桑葉を有する品種は旱害を受け易く卒滑なる桑

　　　品腫は抵抗力強し。

　（切光澤少き桑葉を有する品種は皐害を受け易く光澤強きものは

　　　抵抗力強し。

　（・・）葉肉薄き品種は早害を受け易く厚きものは抵抗力強し。

　（＝）歓刻深く多き桑葉を有する品種は旱筈を受け易く欽刻少きも

　　　のは抵抗力強し。

　（ホ）葉形小形なるものは早害を受け易く大形なるものは抵抗力強

　　　し。　　　　　　　　　　　　　　　・J

　（へ）駈謂葉漉の多き桑品禰は早害程度多し（但し葉澁は旱害の度

　　　を堰すに從つて其の附着度を増すならむ？）

こも云ふを得’ミきか。　　　　　　　　　　　　　　國　　．、

　　　　　　　第一表・桑葉の形態ε旱害の程度

　、Vti種名　　雌簸緯懸窯　　。m　葉の外築
＿＿二　　　　　　　奪塞凋　　伸屍　　亭鯛光澤厚さ　鋏刻大き　葉澁

露國野桑　　O　織　　滑　強　中蝉少中　O
伊　蓮　市　雫　　　　甚　　　止　　　　粗　　粥　　厚　　tlr　同　極多

改良9Sti三＋丈宇　　　　少　　　綴　　　　滑　　rlr　同　　少　　同　　○

利　　　　桑　　　　O　　　同　　　粗　　強　　同　　中　　同　　少
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一の瀬桑（白）　○　同　滑巾圃同同少
扶桑丸　○　同　同強岡O大○
鶴　 田　中　同　粗笏同少中極多
、多胡早巫・Ili　同　極粗同同中同多
改良鼠返　○　同　滑強同同同極少
島　 内　rt・　止　糧粗中岡少同少
青魯桑　O　績　滑強li10大○．
安巽桑　巾止輸滑張厚○大○・
器　 日　甚　同　岡中同o申多
輻島大葉　極1慶同　粗弱同0同多
改良魯柔　○　績　滑強中Q大○
飛騨桑　糧甚止　極粗弱厚中小多
改良μ1方喫　少　纏　滑強中○中少
清十郎　巾　止　同張覇少大同
伊那桑　少　績　岡中厚○巾同
風　 返　楓慶止　同弱同中小極多
小　 牧　極甚同　粗窮糠少巾撫多
’岩間桑　趣甚同　同粥中中11・多
zj・　叛　樋甚同　同同同少同多
、白鼠返　甚　同　滑同厚串同多
尾・　上　極甚11t　極粗h’s簿d」小多
島村高助　極甚績　粗崩厘層Orti多
暴　 川　0　同　滑中中0巾極少
龍　 川　；is　同　同中中O中少
長葉紳校　少　岡　1司申中中小多
無名桑　少　同　粗弱中少小多
『見．王大藥　○　同　滑riい申○大少
長獄二號　○　同　側強輔O大O
創持桑　中　岡　同強厚少中Oヲく　　　　」：礁　　　　桑　　　　　　　　○　　　　　　ドd　　　　　　　　岡　　　　ヨ曇　　　　｝t’s　　　　O　　　　ブく　　　　○

大ツマミ　甚　同　粗巾厚少巾少
轡　 幡　少　同　滑中申○中少
上專二貌　少　岡　同強厘O申O
改良小牧　揃甚止　圃中中巾巾少
宋廣（赤）　巾　止　滑中覇iO中少
旗　 束　縮甚止　滑賜厚O中Q
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新城錦　少　績　滑強厚○大○
上専甲一號　○　績　滑強中○大○
大明錦　○　績　滑強中○大○
宋　 廣　少止．滑中瀞少大少
小根山桑　○　績　滑強中○大○
生利桑　甚　止　粗巾厚oVl，1多
土　 場　甚　止　粗弱原少大多
大葉男山　　巾　止　　滑　11・t　騨　中　中　多

加　納　甚止　粗巾巾少小多
梅　 七　甚　綾　瓢弱申巾小多
木ノ’ド撰　○　艘　滑中厚○大O
大葉四団　少　績・　瓢弱薄中中多
白四ツ目　甚　績　粗同中中小極多
勧　 振　極甚止　糧同薄中小多
伊太利一號　○　績　滑強厚○大〇
四瓢八　極甚止　粗弱巾多小極多
松　 龍　○　綴　滑猫厘極少大or
長沼蜜生　少纏　同i司薄○巾極多
画　蓮　巾　績　岡巾中多中極多
双獄桑　○　同　同強厚○大○
改良肉鼠返　縞些同　粗弱薄中4・趣多
九　 一　〇・同　職岡厚○大少
冨桑錦　趣瞳止　滑同rP中rl’“櫓多
立　　綴　　上　　　　O　　　同　　　換糧　同　　中　　中　　小　趣多1

畏野改良＋女宇　甚　同　滑同rl・○小糧多
魯桑饗4三　　〇　績　　同　巾　中　O　al璽10
金　 龍　中　同　同強淳○大○
魯　 桑　O　岡　同同厚○大○
黒　 軸　繊陵」ヒ　瓢溺薄多中趣多
赤　木、　甚1Jh　羅中厚少巾多
山il・s高助　癩甚止　同溺中少小多
青　 軸　甚　績　同同蒲搬多小多
＋丈字　極鰹止　滑同薄少小穐多
甘樂桑　O　績　同巾中・○巾少
大正風魑　○馳綾　同同厚中甲少
七久保桑　　O　糠　　同　強　rl・t　少　大　OP
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　元　 三　中　績　滑強lll　O中繰多
　田tlr奥州　il蕎　止　粗t身野薄Oll富多
　飛騨早生　楓；豊止　繰揮弱11」多中噛極多
　小向青木　巾　同　粗巾rPO小少
　青　 木　甚　同　粗巾薄多巾少
　大正櫻　蕪　岡　滑強原o大少
　長翻一盤　少　同　滑中煙○Φ○
　奥　 州　粒ll垂岡　粗中厚少小多
　富貴桑　少　同　滑rl薯原rl窟中多
　天　 龍　少　績　滑巾串中中趣多
　四方吹　少　同、粗弱薄○小多
　山　 桑　棚接止　粗崩薄小中多
　青木高助　極鰹止　粗弱厘O小多
　水内桑　○ 績　滑中厘O大少
　鬼坂東　桜止　職弱薄中小衷“多
　人参粟　甚 績　滑中厚中小多
，　午　葵　甚岡　粗窮巾中小和底多
　白幽帯錦　中’岡　滑粥蒜IT・r小多
　！臥　　　　　　　　　　膏桟　　　　　　　O　　　　　　同　　　　　　　　i・ill　　　　脳…　　　Tll　　　　O　　　　ソく　　　　○

　爾面桑　極優止　粒弱中少小多
　柄無桑　少止　滑巾巾O小多
　小　 幡　中止　’滑弱揮0小多
　伊豆早生　少　績　滑巾厚o穴多
　’掻沼桑、繰櫨止　粗中中趣少呼r極多
　城下棚1身同粒「1「中継少小多
　群馬赤木趣甚同　粗弱薄少’小少
　黒　 木　甚　』ヒ　粗弱厚巾小誰1塵多
　御國桑　少　止　滑巾厚○大○
　紫早生　，P　績　1粗rli厚OiP多
　膚多胡　極甚止　滑中簿少小多
　御灰．搬　巾　lh　滑強中○小少
　伊太利　甚　績　同弱輔○巾少
　杢早生　趣甚止　組弱源多小多
　藤　助　少止　滑巾原○中少
　陳　 揚　甚　止　粗弱巾少小緬多
　六彦璽10糠　滑中厚○中○
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thil郎治早坐　甚巳止　粗強庫OI’i’s少
銀　 龍　○　緻　滑強厚○大少
赤群口　少　同　滑中厚O中多
臼春11　少　同　瀞tl魯厚O大少
黒春EI　少　同　滑中厚○大少
丹波里木　極甚止　粗弱厚少中多
司　 桑　○　綾　滑強厚OrTIO
正司桑　○績　粗弱巾01中〇
三　 徳　O　同　滑強中○大○
荊　桑　○同　滑強厚○巾○
佐　一　少止　滑申厚少小多
大葉早巫　甚　止　粗溺中○小趣多
老人島　○　繊　滑強巾0巾○
陳　 座　○綾　滑強薄o大○天目四ツ目　　　　甚　　　止　　　　滑　　弱　　中　　中　　小　　繰多

嘉　 桑　巾　止　滑中薄少Ilt少
．伊蓬桑　甚止　瓢溺厚少巾極多
白早生　甚　止　瓢同薄少小多
大．和　極甚’止　瓢同薄中小多
落　井．少緻　滑巾中少中少
膏芽高橋、　甚　同　粗弱巾中小多
中ノ島　中　同　瓢巾巾○小少
高木大葉　　甚　止　　粗　溺　巾　少　小　多

伊勢桑　極甚止　滑中厚多小多
鳥村早生　　甚　績　　滑　量｝ヒ　厚　○　中　多
岩手ボンプリ　　　甚　　 止　　　粗　　中　　薄　 ○　　串　　多

窺左衛門　極甚止　粗弱中○小少
砂川早生　 極甚．止　　狽　溺　中　O　巾　多　．

大畠桑　中綾　滑申薄0大多
丹波赤木　、中　緬　狐弱原O中多
騨編白．芽　極甚止　鵜砺呼s多小多1
化　桑　○綾　滑強や少中○
理想撰　少止　滑巾厚少中多
講榮桑　少　績　滑強中中中少
利忠滑　甚　止　極粗弱rl冒多中楢多
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ラ・一ジ　○　赤豊　深｝’雪最郵孝（⊃拒亟大○

佛國ル陶　○　同　尚強厚0大少
清國野桑　0　岡　同中申少巾少
大類桑　0　同　同強摩0大○
取穫一　少　止　同中厚0「【，s多
伊太利二耽　○　織　同中厚0大多
大島早止　○　止　滑強摩Tl・1中少
強　 兵　iド　止　岡強同o大少
國　 蕪　少　紐　同中同0大少
改良穴葉　巾　纏　同中同中大級多
大敢穫　O練　同強同0巾0島早生（高遠？）楓甚止　粗粥同少小多
大關光　O　績　滑強串O大0
火畠撰　少　同　粗同原申小少
大正桑　少　同　滑中厚O大○
大和錦　少　同　岡張rii少申少
國　光○同同同同o大○武藏野錨　0　同　同同同少rpO
改頁鶴田　　甚　1L　　糧　中　同　○　中　多
栗　 本　O　績　滑強同○中多
大關十交中　○　圃　同巾同0中少
多摩十文宇　0　同　同中同少中趣多
交配十丈掌　少　同　粗申同少巾少
世界一・　○　同　滑巾厘0大○
梨・子地　中　止　同巾中Ol小多
剛尭露香桑　　O　纏　　胤　tlt　原　O　小　多

立籍左衛門　○同　滑溺中○小σ
蔓早生　甚　止　粗同中少巾多
銀　 葉　鞍　ift　滑中薄中申少
黄　 門　薩　止　滑rl・中少小多
田中早生　怯　止　瓢溺薄少小多
白芽熊騰　少　緬　滑Tl，　rP　O火o
椿　 葉　中　綾　滑弱中O中多
左　’近　趣甚止　粗同巾○中多
金葉凱1　穐甚止　同中薄多中多
丹波木　甚　同　同弱薄Q中少
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　黒　ド　ー　木　　　　甚　　　阿　　　　同　　同　　薄　　○　　巾　　多

　龍　　　　眼　　　　巾　　　同　　　　滑　　強　’巾　　O　　中　　O

　艶　　　　　メL　　　　中　　　岡　　　　同　　同　　厚　　○　　中　　O

　緋　　縮　　緬　　　　緻且鵬　　同　　　　粗　　身蓉　　申　　0　　中　　多

　黒　十　女　字　　　　甚　　　岡　　　　滑　　巾　　中　　0　　小　　多

　赤穿熊鷹　少同　同溺巾O大O　毘　　沙　　門　　　　0　　　績　　　　嗣　　強　　中　　0　　巾　　多

　フキレ陳瘍　’　中　　tE　　岡　rl’　厚　0　巾　多

備考　1・葉澁と幕するは夏秋獄特に晩秋1：到りて高温旱天特績する

　　　　場合桑葉面に現はるts．　IN色啄を謂びたる淡褐色の汚物の塗

　　　　附せられたるが如くに見ゆるを指す故に煤病白澁病等とは

　　　　全く別物なるがi桑葉の飼料酌贋値を著しく減すものなり。

　　　2・倣刻σ二「多」とは左右各二裂。「中」Sは左右各一裂。「少」ご

　　　　は左右何れか一方に一裂の葉を混命るものを標準こせり。

　　　　　II桑葉の内部形態この旱害關係
　　　　　　　　　　　㌧　　　鈴

　早害の程度は葉を構成する細胞の大小。粗密。配列等に大なる關

係を有し一般に其の細胞の形欺大にして蝿1且糖なる配刻を有する品種

は被害の程度著しく細胞小形にして密なる配渕を有するものは其の

程度輕し．殊に海綿組織綿胞の配列の粗なるもの程茎諺害を受けるこ

と多きを知る。今主なる代表的品種の組織と早害程度ごを比較すれ

ば左の如し。（組織に就ては慧業試験筋大濁専士研究成績を引用せり）

　（a）⊥部及下部衷皮細胞の形妖比較的最大形なる島内．赤木．鶴

　　　田、伊逮市李。多胡早生等ぽ萎凋の程度甚しく且つ梢端の伸

　　　長多くは停止せるに反し其の細胞9形欺鍛も小形なる三徳改

　　　良魯桑．改良早生十文字。改良鼠返等は何れも奎く被害なき

　　　が有bとするも極めて輕微にして梢端の伸長何れも停止せ¢・

　（ロ）海綿組織細胞の配列1亟めて粗髄なる小坂。小牧．禰振．赤木



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
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　Pt　4s．杢早生。島内等は萎凋の程度極めて著しく且つ新梢の

　伸葺停止せるもの多きも其の配列の極めて霜なる改良魯桑．

　改良早生十文字。一ノ瀬桑。扶桑丸。改良鼠返等は殆んご萎

　凋せざるのみならす新棺の伸長停止せるものなし。

皿　桑樹の系統と早害この關係

　桑種の科學凶分類に關しては内外諸學者の手によりて研究せられ

たる所多し。然れ共鼓には栽培上取扱ひに便ならしむる爲め外部形

態の槻察を墓礎こし相互類似の黒㌃最も多き品種を集めて就中代表的

の品種名を冠し以て其の群團の型を表はす名総こし左の七型に大別

して被害程度の差異を考察する材料慮せり。

　　　n　o　n　（1）魯桑型　魯桑改良魯桑を以て代表的晶腫εす荊桑型に酷似す

　　　るむ一般畿芽中生にして大形丸桑を有し葉肉薄く縮搬多く所

　　　謂上光と総すi・・“き極めて強き光澤を有す荊桑型に比し葉色淡

　　　く一見手鰯りi柔軟の戚あう枝條比較的太く伸畏旺盛なるも節

　　　間遽く且つ多くは姿勢悪し｛綬條少数なるを普通εす。

　　　o　　　　
　（2）剤桑型　剤桑。司桑。安曇桑（改良鼠返’一ノ獺桑等も本型

　　　に入るべきも鼠返型を設けtこれ｝ず之に加へす）等を以て代表

　　　的贔種とす登芽は中生叉1よ晩生のもの多く葉は厚肉．中形叉

　　　は大形．葉面極めて李滑にして底光ありて⊥光なく．・一見厚

　　　肉硬葉良く充實しtεるが如き戚あり然れ共「コ’・」きにあらす

1　　「カタ」き方なり．切れ葉少く一一般に長i卵形を呈し葉色極めて

　　濃綴にして汚葉病。煤病。襲臼澁菌等の寄生すること稀にし

　　て晩秋久しく硬化せざるもの多し。枝條比較的太く伸長良好

　　にして樹色一般に茨臼褐色を謄び。節間近く姿勢良好なb。
　　　o　n　o（3プ鼠返型　普通鼠返．白鼠源。四ヅ同．等を以て代表的品種と
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　　す葉は極めて小形にして普i唖左右ユ個宛の観刻を衡し殆んど

　　扁耶左右相柵形を呈す．光澤rト5位にして色濃く葉肉厚く獲芽

　　晩きを常とす。節間極めて近く葉柄震突出して節部屈顕せす

　　枝條直立伸畏比較的短き方なるも鞍條数多ぐ姿勢良好なり。

　　o　o　o
（4）八丈型　八丈療。小笠原桑等を代表的品種こす厚肉大形の葉

　　を有し葉賑は中肋よ～）左右に審に分岐し極めて小さき縮鍛を

　　存す敏刻全くなきか叉は極めて深き卑数の映刻を有するもの

　　とあb．先端尖鏡にして鋸爾深く先端尖る光澤良好にして樹

　　色は光澤ある茶褐色を帯び節間遠く二勢の一の葉序を有する

　　もの多し磯條数少く節間屈曲多く笛部高し。

　　o　o　o　o
（5）十文字型普通十文字を塊て代表的1瓢種とす．葉は鼠返しに

　　似たるも硝々大形にして淡色薄肉。弱澤。節間近く蛮條数多

　　く枝條細長にして直立し條の先瑞の芽は其の芽先縛に枝條樹

　　皮ご離れて着生するもの多く塞氣の爲め爾端の多季占れする部

　　分多し。

　　o　o　o
（6）赤木型　赤木。伊達市李．青芽。高橋。輻島大葉等を以て代

　　表的品種こす。獲芽早きもの多く葉に毛輩密生し手鯛粗硬。

　　溺澤。淡色にして鋸歯鋭く尖b中肉にして中形。肉限を以て

　　しては葉質不良の戚あ1）。樹色赤味強く堪寒性のもの多し節

　　間遠く芽形丸味を覗警びて大形なり。

　　o　o　o
（7）山桑型　小坂．小牧。袖振．．杢早生等を滋て代表的品種とす

　　訣刻深くして多く葉面毛茸極めて多く手鯛甚しく糧硬なるを

　　普通とす葉形小先端及び鋸爾尖り光澤殆6，ざなく葉色甚だ淡

　　く一見葉質不良にして水舜少なき賊あb。樹色駅褐又は茶褐

　　色を有し横枝を生じ易く飾聞1註1曲多く枝條騎Uく姿勢恐きを普

　　通こす。
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今右七型の贋厨品種名及び之を早害程度によりて慨分すれば次の如

し（但し第三表中には旱害程度「中」及「少」に嵐する分は之を省く）

　　　　　第二表系統別品種名

1，魯桑型として取扱ひたるもの　、

　　魯　　　桑　　改良魯桑　　扶　桑　九　　三徳（白桑）

　清　十郎　　春　　　日　改良四方険　．長葉紳授
　侵慧二號　　音　　　幡　　上專甲二號　　改良小牧

　　末贋（赤）　上專甲一號　大閉錦　末　廣
　小根iis桑　大葉男山　木ノ下撰　松　　寵
　　長沼實生　　魯桑實生　　甘樂桑　　七久保桑

　　水内桑 臥　龍　長、沼桑御國桑
　御所撰藤　助銀　龍赤春日
　　白憲日　黒春日　老入島　陳　 座
　　落　　　升　　島村早生　　岩手ボンブリ　大　畠　i桑

　　ラージ清國野桑大禰錦國　光
　栗　　　本　　世　界　一一　梨　子　地　　立慕左衛門

　　自芽熊鷹　　赤芽熊鷹　　毘　沙　門　　龍　　　眼

2．i削桑型として取扱ひたるもの

　荊　　　桑　　司　　桑　　新城錦　　安曇桑

　　伊那桑　露國野桑改良早生十文字宥魯桑
　泰　川　龍　川　児玉大葉　大黒i桑．
　伊太利一號　双獄桑　元　三　長懲一號
　正司薬　化　桑理想撰　佛國ノレー
　大類桑　』牧穫一’　伊太利二號　國　　華

　大牧穫　大國光　艶　丸 大關十文字

　　多摩十文字　交配十文字　 武藏野錦

a鼠返型として取扱ひたるもの

　鼠　　　返　　自　鼠　返　　臼四ツ臼　　大葉四ソ目

　　自　　　蓮　　改良臼鼠返　　雷　桑　錦　　利　　　桑
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　一ノ瀬桑　改良鼠返　當貴葉　大正鼠返
　蜜榮桑　天　 龍　人盛葉　臼借錦
　天目四ツ闘　　大島早生

4．十文字型鷲して取扱ひたるもの

長野改良十文字十文字　小　幡　大畠撰
・5．八丈型tして取扱ひたるもの

　金龍大正撰大正桑強兵
6・赤木型として取扱ひたるもの

　赤木島　内編島大葉多翻早生
　伊遜市孕　鶴　 田　群馬赤木　奥・　州

　山中高助飛騨桑大ツマミ坂東
　生利桑　土　場　加　納　九　一
　小向膏木，　鬼坂策　 伊豆早生　 城　　下

　紫早生　伊太利　隙　 場　六ノ亟
　丹波黒木嘉　桑白早生申ノ島
　高木大葉　　重左衛門　丹波赤木　　改良大葉

　改良鶴田椿　藁左　近丹波木
　緋縮緬　フキレ陳場　膏芽高橋　伊蓮桑
　爾面桑　柄無桑
7・山桑型こして取扱ひたるもの

　小・牧蔓早生小、　坂盈　振
　午　勢　杢早生　島村高助　四五入
　蝶、軸　膏、軸　山　 桑　田中奥少卜1
　岩間桑　尾　 k　無名桑　立尾上
　飛騨早生青木四・方嘆膏木高助，
　黒　 木　青多胡　五郎活皐i生　創持桑1
　椹　七佐　市大葉早生大　和・
　伊勢葉　砂川早生　群馬白芽　和忠治
　島早生吐露番桑銀　葉其　門
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田中早生　　金葉醗　　黒ドみ一木　　黒十文字

第三表系統と萎凋度

系　統

魯桑型

荊桑型

萎　　　　凋　　　　の　　　　程　　　　度

趣　　　甚　　　　　　　　　甚　　　　　　　　　　O
畏沼桑．面運不疲一』　　　春百71竃村刷三．悪覇ミ’　要i藁晃暦蕪爾1薦
　　　　　　　　　　　　ンプリ　　　　　　　　　　こ二號．”ヒr樂嘉き．肉桑・上轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲一一號．七久f呆桑．ラー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ．木ノ下禦、水内桑・漕

1　　　　　　　　　　　’齪蕪講纈勲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IJI　jShl．銀龍，世界一．小ホ艮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山桑．三徳．立嘉左衛門．
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松龍・老人島，毘沙門

・　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　露國野桑．大黒桑・泰川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　双灘桑・青魯桑見玉大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉．伊太利一號司桑・正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育1桑・荊桑・イヒ桑・イ弗國’レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一．大顛桑・大幽光・大取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻，武識野錦・大關．十丈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第。多摩ri文宇

鼠返型塩?ﾙ改舶鼠茜壁聾艶塑繊鍵遡還

赤木型

山桑型

稲島大葉．飛騨桑坂躯　　　伊雛τ1揮・赤木・鬼坂東　　九一・“i六之亟1　　　　　　　　　　　　陳翻・白早生．青芽高橋山中高勘．爾而築奥州。

　　　　　　　　　　　　高木大葉生利桑土場・城下．丹波照木・重左衛
門，左近・緋縮緬群馬赤』　加納・伊太利・伊逡桑丹
木　　　　　　　　　　　　波木．改良鶴田・大ツマ

青多胡．岩尚桑・島村高　　樺七．苛軸．青木．しLl巾奥　　　1！ヒ露番桑
助．小牧．小坂・尾上・袖振　　州・午聾．黒木・マ乙鄭滑早

立犀上．飛騨早蛋四五　　　生・大葉早亙三・蔓早生眞
八・黒軸・青木高助．杢早　　　門・黒ドーキ・jf・II忠溶銀

生・大和．伊勢桑砂川早　　　葉国中早豊・黒十文字　　　　．
生．稀馬白芽・島早盤・金

葉鶴山桑

省ほ第一表に含まる、全品種につきて皐害程度により賊分し其の品

種数を示せば左表の如し

第四表系統ご萎凋度（駈属品種の激）

系　　　統

　　魯　　桑　　型

　　荊　桑　型
　　鼠’　返　　型

，　八　　丈　　型

極鶴甚中 少．○　言十
2　　　　　　　　3　　　　　　　　7　　　　　　　15　　　　　　　26　　　’　　　　53

3　　　　4　　　　　2　　　　4　　　　　5　　　　18

0　　　　　i　　　　2　　　　　亙　　　　　0　　　　　4
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A：t　　　　　　言i卜　　　　　　38　　　　　　39　　　　　　28　　　　　　34　　　　　　53　　　　　　192

　　　　　i

　　　　　第五表　系統ご萎凋度％

系　　　　統

魯　　桑　　型

荊　　桑　　型

鼠　　返　　型

八　　丈　　型

・卜丈　字　型

赤　　木　　型

山　　桑　　型

脅　　　　計

4．0％　　　　　6，0タ6　　　　1匪、0％　　　　28．O％　　　　51．O％　　　　　100％

O　　　　　　　　O　　　　　　　ユ6．0　　　　　　26．0　　　　　　58。0　　　　　　100

17．0　　　　　　22．0　　　　　　11．0　　　　　　22．0　　　　　　28．0　　　　　　100

0　　　　　　　　25。0　　　　　　50．0　　　　　　25。0　　　　　　　0　　　　　　　　100

25．0　　　　　　25．0　　　　　　25．0　　　　　　25，0　　　　　　　0　　　　　　　　100

29．0　　　　　　360　　　　　26．0　　　　　　4、5　　　　　　4．5　　　　　　100

50．0　　　　　　37．5　　　　　　　2、5　　　　　　　7。5　　　　　　　2、5　　　　　　100

198　　　　　　20，3　　　　　　145　　　　　　玉7．8　　　　　　27．6　　　　　　1QO

前記二乃至四表の内容に擦りて其の傾向を綜合すれば（八丈型及び「

十文字型に厩する品種は少数に失する爲雀く）旱害に醤しでは荊桑

型及び魯桑型に属する桑品種は抵抗力最も強く山桑型及び赤木型に

鵬する品種は最も弱し而して鼠返型のものは一般に弱き方なるも特

に強き品種をも食むを以て其の中間に在bと云ふを得’ミし

IIII萎縮病ご早害ごの關係　　　　　「

　以上の結果によbて更に萎縮病との關係につきて湾察せば從來本

縣下に於て岡病に最も罹り易しと総せられつ、ある品睡は皐害に濁

しても亦粟の抵抗力弱く比較酌詞病に罹り難しとする桑品癒は其の

抵抗力張きが如く思惟せらる。

　即ち今回畢害を受けだる程度の著しかりし小牧．赤木．山中高助

黄軸，五郎治早生．島内．多胡早生，伊逮市李等の亦木型叉は山桑型
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の品種は萎縮病に謝しても比較的抵抗力弱き方に数へらるtsものに

して之に反し一般に萎縮病に罹b難しごせらる5魯桑。改畏魯桑。

露國野桑。清十郎．荊桑。改良四方険。白桑等の如き所謂魯桑型叉

は荊桑型の品種が今回の調査に於て奨の被害少かりしは最も注目に

値ありご儒命るものなり。

家蟹に於げる近親繁殖の影響

に就て

蒲　生　俊　興

1　緒　　　言

　一一i般農作物並に飼養動物に於ける近親繁殖の影響は装の種族保存

の上に甚だ不利なる結果を齎らすものなるは既にD韻vin氏の學説

出でて以來諸學者の實駿に徴して明かなる所である。即ちDarwinec

は該博なる知見と周i到なる槻察とを以て自然堺・に於けるi近i親繁殖

（薗家受精）の現象は漸次其の番1蕨を滅亡せしむべきものと圭張せら

れ爾來育種學界に於ける問題の焦点となり欧米並に本邦諸學者の研

究相踵いで公にせられたのである。加ふるに近年育種照上に於1ナる

Meudelismの鷹用愈其の精細を極むるに及んで近親交配の問題が漸

く閾明の域に逮し其の解繹も殆ご科學醜に説明せらる、に至つたの

である。


